九州とのつながり 

歴史家は、安曇族はかつて北九州に居住し、アジア大陸と交流をおこなっていた漁民だったと考えています。理由は不明ですが、彼らは5世紀から6世紀の間のいつごろかに故郷を離れ、新しく根を下ろす土地を求めて日本中に散らばりました。 

長い探求の後、彼らの一部はついに現在の安曇野の場所に定住することを決めました。険しい山々で四方を守られたこの土地は、彼らがもともと住んでいた沿岸地域からは程遠いものでした。

船と海での生活を手放しても、安曇族は、かつての航海の日々と北への移住の旅において加護を与えてくれた氏族の神、穂高見命を大切にし続けました。今日、穂高神社の神は、交通安全の守り神とされ、新年の時期には多くの人々が自動車に祈祷を授かりにやってきます。また、北アルプスに登る前に安全を祈願する登山者も数多くみられます。




